理科学習指導案
　　授業者：〇〇〇〇
指導教員：〇〇〇〇
1.　日時：2023年10月20日(金)　第5時限
2．場所：〇〇県立〇〇高校　生物室
3．学年・組：第学年2組(35人)
4．単元：代謝　―光合成―

5．単元の目標
　生物のあらゆる生命活動にはエネルギーが必要である。ここでは、ATPが生体内のエネルギーのやりとりの仲立ちとしてはたらいていること，生物が光合成や呼吸によってエネルギーを獲得していることについて理解する。
6．指導にあたって
(1)　教材観
　　この単元に関わる学習指導要領は、次のように明記されている。
	（ｱ） 細胞と分子 
　㋐　生体物質と細胞 
　　 　生体物質と細胞に関する資料に基づいて，細胞を構成する物質を細胞の機能と関連付けて理解すること。
 ㋑　生命現象とタンパク質
 　　 　生命現象とタンパク質に関する観察，実験などを行い，タンパク質の機能を生 命現象と関連付けて理解すること。




(2)　生徒観
　科学的な事項に関する関心・意欲が高い生徒が多いと考えられるので、グループワークをしながら積極的に授業に取り組むことができる。

(3)　指導観
生物は、化学反応によって物質を変化させ、エネルギーを取り出して利用している。このエネルギーと代謝を理解することで生物について興味を持ってもらいたい。実験や観察が少ないため、退屈にならないように工夫をして授業を展開していきたい。


あ
7.　単元の評価基準
[知識・技能]
・代謝とエネルギーのしくみについて進んで理解しようとしている。
[思考・判断・表現]
・積極的に発言や意見を出すなどしようとしている。
[主体的に学習に取り組む態度]
・グループワークに積極的に取り組むんでいるか

8.　指導と評価の計画
代謝(11時間)
[1] 代謝とエネルギー(2時間)
[2]呼吸と発酵(5時間)
[3]光合成(4時間)
	時数
	学習内容
	主な学習活動
	評価基準

	１
本時
	光合成とは、光合成と葉緑体(葉緑体の構造)
	生体内で起こる化学反応の一部は酸化還元反応であり，反応に際して大きなエネルギーの出入りを伴うことを理解する。

	ワークシートの記述
発表・発言

	2
	光合成のしくみ(チラコイド膜で起こる反応)
	呼吸では，有機物が酸化されるのに伴う一連の酸化還元反応によってエネルギーが取り出され，ATP が合成されることを理解する。発酵では，酸素を用いずに有機物が分解され，ATP が合成されることを理解する。

	ワークシートの記述
発表・発言

	3
	ストロマで起こる光合成の反応
	光合成では，光エネルギーを用いてATP と電子の運搬体が合成され，これらを用いて二酸化炭素が還元されて有機物が生じることを理解する。

	ワークシートの記述
発表・発言

	4
	細菌の炭素同化
	大腸菌などの最近の多くは動物と同じように従属栄養生物である。しかし、細菌の中にも炭素同化を行うことができるものがいる、この時間ではその細菌について学ぶ。
	ワークシートの記述
発表・発言




9.本時の学習
(1)本時の目標
エネルギーと代謝について理解をし、自分で説明できるようになる

	
	学習活動
	教師の働きかけ(●)と予想される生徒の反応(◎)
	評価及び指導上の留意点
＊指導上の留意点
〇評価

	導入
(15分)
	前時を振り返り、本時の狙いを知る
	●板書を用いりながら、代謝とエネルギーに対してどのようなイメージを持っているのか、また、生物基礎で学んだ知識がしっかり定着しているのかを問いかける。
◎全く反応を示さない生徒がいると予想される。
⇒●個人で考えるのではなく席の使いよと相談しながらイメージを膨らませるように声掛けを行う。
	〇発言をすることができるか、積極的に考える姿勢が見られるか。

	展開①
(30分)
	教科書を用いりながら理解する。
クロマトグラフィーの実験
	●グループワークを行いながら生徒自身が自ら考えられるような発言を行う。
◎発言を行う
◎率先して発言する人が分からない人に対して手助けを行う。
	〇積極的にグループワーク、実験や発言を行っているか。


	まとめ
(5分)
	要点をまとめる
	
	






参考：実際の板書
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